
資料１

関空における１時間値拡大の可能性について

関空における
実績値

羽田で評価運用中の着陸後の
滑走路占有時間短縮実施により
実現可能と考えられる数値

さらなる処理能力向上施策

 ①　進入速度等のバラツキに対する安全間隔 ６２秒 ６２秒

 ・ 着陸時の進入速度の一定化
    （羽田において評価運用中）
　   →　①の短縮
           （羽田における①の実績値：30秒）

 ②　滑走路進入端を通過して滑走路縁を通過する
　　  までの時間
      （着陸復行防止のための余裕分*1 含む）

８６秒

  ７２秒　（99年１月、羽田で実施された
　　　　  　  滑走路占有時間短縮トライアル
　　　　  　  において、16%程度の短縮効果が
　　　　  　  あったことの準用）

 ・ 抜本的な誘導路改善
 　 →　②の短縮

 ③　離陸機に対する離陸許可の発出やレスポンス
      等に必要な時間

１５秒 １５秒

 ・ 海外他空港での実績値の準用
 　 （離陸許可発出やレスポンスに要する時間等）
 　  →　③の短縮

 ④　離陸滑走を開始して離陸又は離陸滑走開始地点
       から１８００ｍ地点通過の何れか遅い方の時間
       （着陸復行防止のための余裕分*1 含む）

５０秒 ５０秒

 ・ 着陸復行防止のための余裕分
 　 （標準偏差の３倍）の見直し
 　 →　②および④の短縮

  合　　 計 ２１３秒 １９９秒

 １時間値（最大） ３２回 ３６回

 年間処理能力（第６回空港整備部会で示された算定方法による） 約１６万回 約１８万回

*1 ： 実績値に標準偏差の３倍が余裕分として加算されている。



　資料２

　　処理容量計算の基となる時間帯を８時～21時とした場合、年間処理容量は１万回程度（注）増加。

（注）　第６回空港整備部会で示された計算方式を用いた年間処理能力の比較

　　　　　　 *1 ： 2000年ピーク時実績に基づく当該係数1.13に、国土交通省案における2000年平均の係数（1.84）／ピーク時の係数（1.91）を乗じて、８時～21時の時間帯を用いた場合の2000年平均の係数を推定。

　　　　国土交通省案　（11～18時の容量を基に計算） 　  ：　１時間値32回×7.6（８時間-ﾌｧｲｱｰﾌﾞﾚｲｸ0.4時間分）×1.84（１日の需要合計÷11～18時の合計）×365日
       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    ≒ １６万３５００回

　　　　定期航空協会案（８時～21時の容量を基に計算）　：　１時間値32回×13.6（14時間-ﾌｧｲｱｰﾌﾞﾚｲｸ0.4時間分）×1.09（１日の需要合計÷８～21時の合計 *1）×365日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≒ １７万３０００回
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